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　ソディックは、「創造」「実行」「苦労克服」を社是としております。これには、

新しいことを「創造」し、「実行」によってそれを形にし、その過程の「苦労」を

「克服」してものづくりに貢献するという当社の強い理念が込められています。

この理念のもと、当社グループは、「ものづくり」のお手伝いができる技術や製品

群を開発し、常に市場にインパクトのある製品を提供し続けております。�

　お客様のご要望は日ごとに高度になり、ミクロン（1000分の1ミリ）単位の世界

から、サブミクロン（1万分の1ミリ）、そしてナノ（100万分の1ミリ）の世界にまで

及んできております。当社グループはこの新しい課題に総力を結集して挑み、

満足していただける製品を開発することを目指しており、これによって、人 に々

夢をあたえることができる企業であり続けることを大きな目標としております。�

　今後につきましては、株主の皆様のご期待にお応えしていくために業績の

拡大を図ることはもちろんのこと、社内の管理体制等に関しても様 な々施策に

取り組み、今まで以上に信頼していただける企業になるよう努めてまいります。�

　株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご支援を賜りますようお願い

申し上げます。�

　カーエレクトロニクス等の自動車関連業界や電機業界向けの需要

拡大に対応するため、各事業セグメントにおいて生産拠点の拡充を

行いました。また、販売面では、当社グループの強みである総合力を

武器に、CAD/CAM、放電加工機、マシニングセンタ、射出成形機等

のシステム販売を強化するなどの施策を行いました。�

　その結果、当中間期の連結売上高は278億64百万円（前年同期

比36.5％増）を達成いたしました。連結営業利益は34億6百万円（同

73.8％増）、連結経常利益は35億円（同116.1％増）、連結中間純利

益は21億81百万円（15.4％増）となりました。�

工作機械事業（　）�
　生産面では、タイ・中国の生産拠点において、増産体制の構築を進め
ました。また、自社製リニアモータ駆動の超精密小型マシニングセンタの
拡販に力を注いだ結果、エレクトロニクス・自動車部品業界向けに売上
が拡大いたしました。その結果、当事業の売上高は前年同期比50億13
百万円増（35.8％増）の190億13百万円となりました。�

産業機械事業（　）�
　製品の技術的高評価を基に、光学系デジタル家電やモバイル、さら
には液晶用の部品製造向けを中心に販売が堅調に推移し、当事業の
売上高は前年同期比20億30百万円増（50.3％増）の60億69百万円と
なりました。�

その他事業（　）�
　プラスチック成形加工・精密受託加工事業の事業規模の拡大に努
めたことにより、当事業の売上高は前年同期比3億62百万円増（14.8
％増）の28億16百万円となりました。�
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　今後の見通しといたしましては、半導体・液晶関連向けの設備投資は

一時的に調整局面に入ると予想されておりますが、国内および中国・タ

イなどアジア諸国において、カーエレクトロニクスをはじめ、自動車産

業関連向けの設備投資が活発化していることなどを受けて、当社グル

ープの事業におきましても堅調に推移するものと考えており、通期の

業績予想につきましては、連結売上高555億円、連結経常利益70億

円、連結当期純利益48億円を見込んでおります。�
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新製品の発表や、受賞、見本市への出展など、�
当期も積極的な活動を行ってまいりました。�
4～11月における当社のトピックスを、写真とともにご紹介いたします。�

ソディックグループは、「Total Manufacturing Solution」を事業コンセ

プトとして、CAD/CAMによる製品の設計から、放電加工機・マシニング

センタによる金型や部品の加工、電子ビームPIKA面加工機による

加工面の仕上げ、射出成形機やリニアプレスによる成形まで、「モノ

づくり」にかかわるあらゆる工程のお手伝いをしています。

このように、「モノづくり」の全工程にかかわることで、当社は各工程に

おける最新情報やノウハウを蓄積することができます。さらに、こうした

蓄積を活かして、お客様の「モノづくり」における課題に対して、つねに

最適なソリューションをご提供いたします。�

Photo & News ～4月～11月のトピックス～ 特集～ソディックの事業領域�

「モノづくり」のあらゆるプロセスにおいて、�
お客様の課題解決をサポートします。�

Business Domain
Total Manufacturing Solution

5月13、14日に前期中に
増築された（株）ソディッ
クプラステック加賀事業
所にて、新製品である
『クリアメルトシステム』
および新しい生産ライ
ンを披露いたしました。�

超精密・超微細加工へ
飛躍的な性能向上を図
りながら、省スペース性
と機能性を持ったデザ
インを実現した、小型超
精密形彫り放電加工機
「AP１L」が日刊工業新
聞社主宰第34回機械
工業デザイン賞特別賞
を受賞いたしました。�

２年に１回、アメリカはシ
カゴにて開催される世
界３大工作機械見本市
であるIMTS2004（シカ
ゴショー）に、新製品を
含めた10機種を展示い
たしました。�

Sodick Plustech Fair �
　　　　　　　   in Kaga 開催�

平成16年5月 7月 9月 11月

AP１L「機械工業デザイン賞 特別賞」受賞�

IMTS2004（シカゴショー）に出展�

JIMTOF2004に出展�

Sodick Deutschland GmbH
European Tech.Center

Sodick Inc / Tech.Center

世界4極体制の�
確立�

横浜市の本社および中国・上海に続き、当期に

入り、ヨーロッパ、アメリカにおいてそれぞれ新しく

テクニカルセンターを開設いたしました。テクニカル

センターには、ソディックグループ各社の製品や

パネルの展示を行う大型のショールームが備えられて

おり、ワールドワイドな市場において、トータルな

視点で日本と同等の高品質なサービスのご提供が

可能になりました。�

自社開発のリニアモー
タを搭載しており、
CNC装置を使用するこ
とにより、ミクロン単位
で制御できるため、通
常のプレス機では困難
なプレス加工を行え、
大幅なコストダウンを
実現します。�

独創的な構造をもった
プラスチック射出成形
機を開発。高精度化ニ
ーズに対応する超精密
加工はもちろん、高耐
久、ハイパワー、ハイサ
イクル、省エネルギーな
ど、さまざまなニーズに
対応しています。�

自社開発したリニアモー
タをXYZ軸に使用する
ことにより、さらなる高速
化・高精度化を実現。近
年は世界最高水準の位
置決め精度をもつナノ
加工機を開発し、世界
市場から注目を集めて
います。�

切削または放電加工後
の磨き工程を電子ビーム
照射により行うPIKA
面加工装置は、従来は
熟練工が長時間掛けて
行っていた作業を大幅に
効率化するだけでなく、
耐腐食性、防錆性の向
上にも寄与します。�

ソディックの Q v i c  
Solutionでは、３次元
CAD/CAMで作成され
た、データをそのまま認
識して加工することが
可能なため、加工準備
時間の短縮や操作ミス
などによる不良発生の
低減に貢献します。�

ソディックはワイヤ放電
加工機、形彫り放電加
工機の分野で世界トッ
プクラスのシェアを誇っ
ています。自社開発リニ
アモータの搭載により、
サブミクロン単位での
超高精度な加工を実現
しています。�

11月1～8日まで、
東京ビッグサイト
にて開催された
国内最大の工作
機械見本市であ
るJIMTOF2004
に出展いたしました。当社ブースを訪れた
10,000人を超える方々に、当社の最新技術
に触れていただきました。�
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工作機械�

産業機械�

その他�

主要製品�

マシニングセンタ�
Nano加工機�

受託加工�

EBM�
（電子ビームPIKA面加工装置）�

受託加工�

小型精密射出成形機� リニアプレスセンタ�

受託加工�

形彫り放電加工機、�
ワイヤ放電加工機�

受託加工�CAD/CAM システム�

設計�
加工�

放電加工�切削加工� 加工面仕上げ� 射出成形� プレス加工�

成形�

生産現場に求められてい
る「省スペース」「広い加
工スペース」「高速加工」
および「無人・自動化対応」
を兼ねそろえたワイヤ放電
加工機「AQ327L プレミアム
シリーズ」を発表いたしま
した。�

 ワイヤ放電加工機�
「AQ327L プレミアムシリーズ」発表�
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株式情報�

主要株主�

会社概要�

株主メモ�

前中間期�
平成15年9月30日現在�

当中間期�
平成16年9月30日現在�

前中間期�
平成15年4月1日～�
　平成15年9月30日�

当中間期�
平成16年4月1日～�
　平成16年9月30日�

前中間期�
平成15年4月1日～�
　平成15年9月30日�

当中間期�
平成16年4月1日～�
　平成16年9月30日�

前中間期�
平成15年4月1日～�
　平成15年9月30日�

当中間期�
平成16年4月1日～�
　平成16年9月30日�

中間連結貸借対照表�

中間連結財務諸表（要旨）�

中間連結損益計算書�（単位：百万円、単位未満切捨）� （単位：百万円、単位未満切捨）�

中間連結剰余金計算書� （単位：百万円、単位未満切捨）�

中間連結キャッシュ・フロー計算書�（単位：百万円、単位未満切捨）�

資本剰余金の部�

資産の部�

負債の部�

資本の部�

少数株主持分�

利益剰余金の部�
�

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高�

■当連結中間会計期間において、中間純利益21億81百万円を計上し

たことにより、連結利益剰余金のマイナス残高が解消されました。�
　�

■2004年9月30日満期円建転換社債の株式転換が進んだことにより、

前期末と比較して、資本金と資本剰余金がそれぞれ、10億82百万円

増加いたしました。�

決　　　算　　　期�
定　時　株　主　総　会�
基　　　準　　　日�
�
�
�
1　単　元　の　株　式　数�
名 義 書 換 代 理 人 �
�
�
名義書換事務取次場所�
�
�
お 問 い 合 わ せ 先 �
同 　 取 　 次 　 所 �
�
公 告 掲 載 新 聞 �

毎年3月31日�
毎年6月�
定時株主総会　毎年3月31日�
利益配当金　　毎年3月31日�
その他必要がある場合は、�
予め公告する一定の日�
1,000株�
東京都千代田区丸の内一丁目4番3号�
UFJ信託銀行株式会社　〒100-0005�
http://www.ufjtrustbank.co.jp�
東京都江東区東砂七丁目10番11号�
UFJ信託銀行株式会社　証券代行部�
〒137-8081　03-5683-5111（代表）�
　  0120-232-711（通話料無料）�
UFJ信託銀行株式会社　  全国各支店�
野村證券株式会社　本店・全国各支店�
日本経済新聞�
�
�
�
http://www.sodick.co.jp/ir/ir-f.html

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）�

メップ株式会社�

野村信託銀行株式会社（投信口）�

バンクオブニューヨークヨーロッパリミテッドルクセンブルグ131800�

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）�

日本証券金融株式会社　�

ユーロクリアバンクエスエーエヌブイ�

モルガンスタンレーアンドカンパニーインターナショナルリミテッド�

株式会社三井住友銀行�

ザチェースマンハッタンバンクエヌエイロンドン�

3,850 �

3,324 �

2,254 �

1,799 �

1,521 �

1,340 �

918 �

781 �

748 �

703 

8.17％ �

7.05％ �

4.78％ �

3.81％ �

3.22％ �

2.84％ �

1.94％ �

1.65％ �

1.58％ �

1.49％ 

出資の比率�持株数（千株）�株主名�

弊社は、貸借対照表及び損益計算書を、決算公告
に代えて、ホームページに掲載することといたしま
した。掲載アドレスは下記のとおりです。�

  �
資本剰余金期首残高�
資本剰余金増加高�
資本剰余金減少高�
資本剰余金中間期末（期末）残高�

�
利益剰余金期首残高�
利益剰余金増加高�
利益剰余金減少高�
利益剰余金中間期末（期末）残高�

新規連結子会社の現金及び現金同等物の期首残高�

2,102
775

1,292
1,584

△6,168
3,183

6
△2,992

2,369
845

△4,516
△55

△1,356
7,921
－

6,564

642
△2,081

1,648
82

291
8,229

70
8,591

20,417
13,584
6,832
4,843
1,960
　263
　602
1,620
　920

87
2,453
1,890

税金等調整前中間（当期）純利益�
中間（当期）純利益�

27,864
18,403
9,461
6,073
3,406

481
387

3,500
32

380
3,152
2,181

33,423
19,974
17,020

523
2,430

53,397

43,716
21,273
18,267

573
2,431

64,989

33,582
3,857

37,439

34,537
7,503

42,041

2,529 3,231

15,403
1,584

△2,992
129

△678
△18

13,428
53,397

16,848
3,029

508
215

△847
△39

19,716
64,989

1,947
1,082

　　　　―
3,029

△1,498
2,219

211
508

現金及び現金同等物の期首残高�
増加額（減少額）�


